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 「神楽町と旭川市の間柄は，長い間婚約済の恋人同士のようなものでした。それがこのほ

ど，天下晴れて結婚式を挙げることになりました。お隣同士の，いわば幼友達でしたし，お

互いに何の不安もありません。これからは同じ家庭のなかで一心同体，さわやかなまちづく

りのために仲良くがんばりましょう。 

 すばらしい神楽町のみなさんを心から喜んでお迎えします。」 （当時の市民広報より） 

いがらし   こうぞう 

左：野村權作 神楽町長，右：五十嵐広三 旭川市長 

神楽町 旭川市

明治24(1891)年 443 295

明治33(1900)年 5,463 22,800

明治43(1910)年 5,997 45,296

大正9(1920)年 9,458 61,319

昭和5(1930)年 13,142 82,514

昭和15(1940)年 16,485 87,514

昭和25(1950)年 13,810 123,238

昭和35(1960)年 16,191 188,309

昭和43(1968)年 20,508 268,310

昭和45(1970)年 (21,509) 288,492

昭和55(1980)年 (36,235) 352,619

平成2(1990)年 (37,407) 359,071

平成12(2000)年 (37,624) 359,536

平成22(2010)年 (36,374) 347,095

平成30(2018)年 (35,746) 339,858

神楽町・旭川市の人口

※昭和43年,平成30年は1月末現在の住民基本台帳

※昭和45年以降の括弧内は旧神楽町部分の内数

※各年10月1日現在の国勢調査

明治23(1890)年 旭川・神居・永山の3村が置かれる
明治25(1892)年 神居村より神楽村を分村する
明治31(1898)年 滝川・旭川間に鉄道開通
明治32(1899)年 旭川・美瑛間に鉄道開通
明治33(1900)年 旭川村を旭川町と改称。神楽，美瑛村を分村する

大正2(1913)年 このころ神楽町一円に電灯ともる
大正7(1918)年 神楽神社創立
大正11(1922)年 旭川市，市制施行される
大正13(1924)年 上川神社，神楽岡御料地内に遷宮
昭和元(1926)年 西神楽市街地に電灯ともる
昭和3(1928)年 東御料地・西御料地を各東西神楽と改名する

昭和7(1932)年 旭橋架け替え工事完成
昭和18(1943)年 東神楽村を分村する
昭和29(1954)年 神楽町，町制施行される
昭和30(1955)年 旭川市，神居・江丹別村と合併
昭和36(1961)年 旭川市，永山町と合併
昭和38(1963)年 旭川市，東旭川町と合併

昭和39(1964)年
三浦綾子さん外国植樹見本林を舞台とし
た「氷点」を発表

昭和41(1966)年 旭川空港開港
昭和43(1968)年 神楽町，旭川市と合併する

昭和44(1969)年
旭川大橋完成。国道12号線が神楽・神居
市街地経由より変更される

昭和45(1970)年 東鷹栖町と合併。現在の市域が形どられる
昭和47(1972)年 平和通買物公園オープン
昭和48(1973)年 旭川医科大学開校
昭和61(1986)年 旭川大雪アリーナ開館
平成5(1993)年 旭川市大雪クリスタルホール開館

平成19(2007)年
神楽市民交流センター開設
国道237号線拡幅完成

平成25(2013)年 クリスタル橋開通
※「かぐら町７７年のあゆみ」ほかより

神楽町・旭川市のあゆみ

2018.3 

神楽公民館製作 



まちなみの変遷 

神楽５条３丁目付近 左：昭和初期，中：昭和43年，右：平成30年 

西神楽市街 千代ヶ岡市街 

神楽郵便局 宮前会館 

神楽４条１２丁目付近 左：昭和30年代，中：昭和43年，右：平成30年 

西御料地小学校 

神楽岡郵便局 神楽交番 

西神楽駅 

 各地の写真 上：昭和43年 下：平成30年 


